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８
月
26
日
、
長
崎
市
の
有
権
者
１
万
７
０

９
８
人
の
署
名
と
と
も
に
、
長
崎
市
公
会
堂

の
解
体
中
止
と
再
使
用
に
関
す
る
住
民
投
票

条
例
制
定
の
請
求
書
が
市
長
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
９
月
１
日
、
第
１
２
３
号

議
案
「
長
崎
市
公
会
堂
の
解
体
中
止
と
再
使

用
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
に
つ
い
て
」
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
は
、
１
万
７
０
９
８
人
と
い
う

多
く
の
市
民
が
署
名
し
た
こ
と
は
真
摯
に
受

け
止
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
慎
重
に
検
討
を

重
ね
て
廃
止
さ
れ
た
旧
公
会
堂
に
つ
い
て
は
、

既
に
解
体
予
算
も
可
決
さ
れ
て
お
り
、
仮
に

多
額
の
費
用
を
投
じ
て
改
修
し
た
と
し
て
も
、

ト
イ
レ
・
楽
屋
の
数
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
、
文
化
施
設
と
し
て
の
課
題
を
解
消
で
き

な
い
こ
と
、公
共
ホ
ー
ル
の
あ
り
方
と
し
て
、

旧
公
会
堂
の
存
続
と
新
た
な
文
化
施
設
の
建

設
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
条
例
の
制
定
に
反
対
す
る
考
え

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
終
了
後
、
環
境
経
済
委
員
会
を
開

催
し
、
請
求
代
表
者
の
意
見
陳
述
や
参
考
人

質
疑
な
ど
を
行
っ
た
後
、
翌
２
日
に
か
け
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
請
求
の

要
旨
に
お
い
て
、
再
使
用
を
求
め
る
期
間

が
不
明
確
で
あ
り
、
市
庁
舎
の
建
設
場
所

の
記
載
も
さ
れ
る
な
ど
、
署
名
し
た
人
々

が
ど
の
部
分
に
賛
同
し
た
の
か
不
明
瞭
で

あ
り
、
住
民
投
票
を

行
っ
た
と
し
て
も
、

民
意
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
は
か
る
こ
と
が
で

き
な
い
懸
念
が
あ
る
、

公
会
堂
跡
地
に
防
災

機
能
を
有
し
た
市
庁

舎
を
早
急
に
整
備
す

る
こ
と
が
本
市
の
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
、

署
名
の
重
み
は
理
解

す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
等
を
総
合
的
に

勘
案
し
、
住
民
投
票
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
９
月
９
日
の
本
会
議
で
は
、
環
境
経
済
委

員
長
報
告
に
対
し
、
委
員
会
と
同
趣
旨
の
賛

成
意
見
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
旧
公
会
堂
は
建

物
が
存
在
し
て
初
め
て
原
爆
投
下
後
の
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
歴
史
性
が
評
価
さ
れ
、

精
神
性
が
引
き
継
が
れ
る
、
方
向
性
が
違
っ

て
い
て
も
、
異
論
が
あ
れ
ば
立
ち
止
ま
り
、

市
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
議
論
す
べ
き
で

あ
る
、
住
民
投
票
の
結
果
に
市
長
は
拘
束
さ

れ
ず
、
市
長
が
再
使
用
を
決
断
す
る
場
合
、

再
使
用
す
る
期
間
に
つ
い
て
は
行
政
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
た
め
、
投
票
の
選
択
肢
が
不
適

当
と
は
言
え
な
い
な
ど
の
反
対
意
見
も
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
記
名
投
票
に
よ
る
採
決
の
結

果
、
原
案
に
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
９
月
定
例
会
を
、
９
月
１
日
か

ら
21
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
初
日
の
１
日
は
、
市
長
か
ら
「
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ベ
ト

ナ
ム
出
張
に
つ
い
て
」
と
「
交
流
拠
点
施
設

の
検
討
の
進
め
方
に
つ
い
て
」
の
行
政
報
告

や
、「
平
成
28
年
度
長
崎
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）」な
ど
、９
月
定
例
会
に
上

程
さ
れ
た
議
案
の
提
案
理
由
の
説
明
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
会
議
終
了
後
、
第
１
２
３
号
議

案
「
長
崎
市
公
会
堂
の
解
体
中
止
と
再
使
用

に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
に
つ
い
て
」
を
審

査
す
る
た
め
、
環
境
経
済
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、１
日
の
質
疑
の
後
、

翌
２
日
に
討
論・採
決
を
行
い
ま
し
た
。（
詳

細
は
下
記
）

　
６
日
か
ら
９
日
ま
で
の
４
日
間
は
、
市
政

一
般
質
問
を
行
い
、16
人
が
登
壇
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
Ｐ
３
～
Ｐ
５
）

　
ま
た
、
９
日
の
市
政
一
般
質
問
終
了
後
の

本
会
議
に
お
い
て
、
１
日
及
び
２
日
に
環
境

経
済
委
員
会
で
審
査
し
た
第
１
２
３
号
議
案

の
委
員
長
報
告
と
討
論
を
行
っ
た
後
、
採
決

を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
採
決
は
、
責
任
を

明
確
に
す
る
た
め
、
記
名
投
票
で
行
い
ま
し

た
。（
詳
細
は
下
記
）

　
12
日
か
ら
は
、各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
や
所
管
事
項
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
総
務
、
環
境
経
済
及
び
建

設
水
道
委
員
会
は
14
日
ま
で
、
教
育
厚
生
委

員
会
は
、
15
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。（
詳

細
は
Ｐ
６
）

　
16
日
に
は
、
長
崎
駅
周
辺
再
整
備
、
観
光

客
受
入
対
策
及
び
定
住
人
口
対
策
の
３
つ
の

特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
長
崎

駅
周
辺
地
区
に
お
け
る
交
通
結
節
機
能
の
あ

り
方
」、「
長
崎
市
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
概
要
」、「
子

育
て
支
援
・
少
子
化
対
策
」
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
の
21
日
は
本
会
議
を
開

き
、
各
常
任
委
員
長
か
ら
議
案
の
審
査
報
告

を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
22
件
（
原
案
可
決

18
件
、
同
意
３
件
、
否
決
１
件
）
を
議
決
し

ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
１
件
を
不
採
択
と
し

ま
し
た
。（
詳
細
は
Ｐ
7
）

▲環境経済委員会における審査の様子

長
崎
市
公
会
堂
の
解
体
中
止
と
再
使
用
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
に
つ
い
て

9
月
定
例
会
の
概
要

▲定例会初日の様子


